レスポンスカードから

Q１　多ｃｈ化という意味は、１放送事業者で多ｃｈ化になるのか、新規参入等があって多ｃｈになるのか？

A1　両方言えますが、今回は前者になります。　実は多彩な放送形態というのもあります。

　　つまり、HD放送をする場合は、帯域一杯を使いますので、複数の番組を流す事はできませんが、従来品質の画質であれば、３つの番組を同時に放送する事が可能になります。　最近、総務省から免許方針が出されましたが、今回は新規参入は認められていません。あくまでの現存のアナログ放送事業者のみがデジタル放送を開始することとしております。　ちなみに、HD１ｃｈを放送したり、SD（Standard Definition：標準画質）複数ｃｈを放送したりすることを「まだら編成」と呼んでおります。　また、サイマル放送について補足しますと、１００％サイマルという事はありません。　免許方針での条件は、１日の総放送時間の３分の２以上とされており、しかも同時刻である必要もありません。　更に、HD放送については、１週間の総放送時間の５０％以上という条件もあります。

Q2　多ｃｈ化によって番組の質が落ちるという事にはならないか？

A1　十分にあり得ると思います。　番組を制作するにはお金がかかると説明しましたが、良質の番組を制作するには、やはりそれなりのお金がかかると思います。　多ｃｈ化されることで、媒体価値が下がり、その分スポンサーからの収入が減ることになれば、その中で使える範囲内で番組を制作することになります。　お金を掛けて良質の番組を作ることも、結果的には国民にとっては良い事であることも事実だと思います。（講義で説明した「北の国から」の制作スタンスはそういう意味でお話しました）。　でも安直に視聴率に走るのも？です。　そういう意味ではNHKの存在意義というのがあるのかも知れません。

Q3　e-japan計画で唱われている、２００５年までに３０００万世帯に高速インターネットが・・・・という事ですが、現状どうなのか？

A3　HPに進捗状況が出ておりますので、そちらを参照してください。　インフラとしてはどうも既にそこまで達している様です。　現在その計画を「前倒し」という事で進めている様です。

　　　http://www.kantei.go.jp/jp/it/network/dai12/12gijisidai.html
Q4　オリジナリティーがある程度許される番組であってもテレビはやはり常識の範囲を抜けられないのか？　奇抜な事はできないのか？

　　　また、求める人材として、アイデアやセンスを挙げているが、常識というか民主主義の担い手（だと講師が考えている）テレビにおいて、アイデアやセンスはどう生かされるのか？

A4　程度の問題だと思います。　「常識」というのをどこを持って「常識」と見なすかではないでしょうか。　人によってそれぞれ「常識」のレベルは異なると思います。奇抜な事をするのも良いと思いますが、それはどこまでが「常識」の範囲として許されるのかという事だと思います。

　　　これは講義とは直接関係ありませんが、たまたま１年間だけ総務担当として採用担当も手がけましたが、私の採用基準はそういう視点で判断しました。　報道を目指す人と、制作を目指す人はやはり違うものがあっても良いのではないでしょうか。

　　　テレビの番組には、ニュースの様な報道番組もありますが、ドラマやバラエティーの様な娯楽番組もあります。　後者に於いてはテレビに限った事ではなく映画でも同じだと思いますが、制作者としてどう視聴者に訴えるのかであり、何を伝えるかが常々テーマであると思います。（答えになってないかも知れませんね。　失礼しました）

Q5　アナログとデジタルで互換性が無いということだが、テレビを買い換える事ができない人は排除されるという事になるのか？　また単価はどれくらいになるのか？　日本独自の方式となる事で単価が上がるというのは本当の話か？

A5　残念ながら、STBも買えない人はそうなってしまいます。　しかし、それこそ常識的に考えてそういう事は出来ないと思いますので、２０１１年のアナログ放送終了は？マーク付きという説明をしました。　しかし、現時点では法律的にはそれは決定事項になっております。

　　　　テレビ受像機の単価については、私がとやかく言える立場ではありませんが、希望としてはやはり安くして欲しいものだと思います。　では一体どれくらいの値段が適正か？と聞かれれば、私も？です。　アナログ放送終了という半強制的な事情を考えると、これは相当大きな問題だと私も思います。

　　　　また、日本独自の方式を採用するとなると、日本の家電メーカーさんとしても国内市場だけがターゲットとなりますので、相当思い切った価格というのは打ち出せないのではないでしょうか？　例えば、数年前にSONYさんが出したPlayStation2はそれまで常識とされた価格より相当落とした値段で販売されましたが、それは当初より、世界中で数千万台売るという予測があっての事だと思います。　それと同じ理屈なんですが。。。。

Q6　設備投資が４０億～６０億という事ですが、前回のTVIの講師の話では赤字は必至と仰っていましたが、国や県からの支援はあるのか？

Q7　一応あります。　「高度テレビジョン施設整備促進臨時措置法」という長ったらしい法律が平成１１年に制定されました。　これにより、財政面での支援措置というのがありますが、現実問題としてあまり現実味のあるものではありません。　唯一我々でも採用したいと考えているのは、固定資産税の一部軽減くらいです。　資金援助もありますが、利率が２％ちょっとという数字で、これは我々がいつも利用している銀行よりも高いものですので、利用するメリットがありません。

Q8　本筋とは関係ありませんが、パワーポイントは仕事でも良く利用しますか？

A8　今回の様なセミナーや会議資料を作成する時にしか使いません。　あくまでもこれはプレゼンテーションのためのものです。　いちいち黒板に書きながら授業すると時間がもったいないですよね。

Q9　テレビがデジタル化し、蓄積型受信と言われていた様に、今までビデオに録画していたことが、テレビに貯めて、いつでも観られる様になるという事か？　録画してずーと保存したい場合はどうなるのか？DVDを使うのか？

A9　そのとおりです。保存するためには何らかの記録媒体が必要になります。　それが例えばDVDであったり、メモリの様なものであったり、あるいはテープかも知れません。　何もデジタル化イコールNOテープという事はありません。　テープに記録する内容がデジタル化されていれば良い訳です。　現に、最近はデジタルVHSというVTRが普及しており、BSデジタル放送等はそれに録画することでHDのまま保存出来る様になっております。

